
令和６年度 第３回笠松町役員会議録

＜開催日時＞２０２４年７月６日（土）１３時～１５時

＜出席者＞藤田会長・乾副会長・田端副会長・佐々木会計・福島会計監査

渡部２区長・岸本５区長・谷口６区副区長・中川７区長・錦織８区長

＜議題＞

Ⅰ．笠松町会館整備工事について

１．前回報告以降の商談状況

(1)落札したＡ社の見積もりを軸に浅田設計室が再試算した結果、３０百万を超える結果と

なった為、浅田設計室が入札先としたＡ社への工事発注は見送ることとしました。

(2)整備委員会としては更なる見直しが必要な為、今後の工事業者の決定と施工管理から

浅田設計室を外し設計図書すべてを引き取った上で、笠松町内の建設関係会社と商談す

ることとしました。

(3)整備委員会で検討した結果、建設会社は大卓建設を第一候補として商談することとし

ました。

２．今回の提案内容

(1)建設工事（電気工事・塗装工事含む）の発注先を大卓建設とします。

(2)予算は電気工事も含め、総額３０百万（税込み）とします。

(3)工期については１０月中旬を目途とし、工事の進捗状況を踏まえクラブ・サークル活

動の再開時期を連絡します。

３．討議内容

(1)大卓建設㈱桶谷社長より工事計画についての説明があり、各委員との質疑があり以

下の通り確認しました。

　①ホールの使用開始を最優先に工事計画を作成します。

　②工事開始前に今後も必要な什器・備品は大卓建設の倉庫に保管、不要なものは一

括して大卓建設で処分します。

　③外の倉庫（子供会用具含む）についても今回の処分の対象とします。

(2)当初計画の主要項目（バリアフリー対応等）は厳守の上で、工事費は総額３０百万

（税込み）とします。

(3)今後の工事内容の詳細打ち合わせは、大卓建設と会館整備委員会で調整し早期の竣

工を目指すこととします。

４．工事発注の承認

　討議の結果、笠松会館の整備工事については大卓建設㈱に発注することとしました。

Ⅱ．町会・自治会活動促進袋の配布について　　
　

下記の内容を確認し、基準通りに配布することとしました。

１．下記のごみの分別ルールを再度徹底します。

(1)可燃ごみ（有料回収）・・・市指定袋（有料）又は「活動促進袋」に入れて出しま



す。

(2)資源ごみ（無料回収）

①容器包装プラスチック（ペットボトル本体除く）/カン・ビン・ペットボトル本体

・・・各々市販の無色透明ごみ袋（４５㍑程度までの大きさ）に入れて出します。

②紙類・・・品目ごとに分けひもで十文字にしばり出します。

③古着・・・汚れのないものを市販の無色透明な袋に入れて出します。

(3)粗大ごみ（有料回収）・・・コンビニ等で粗大ごみ券を購入し、(株)ナガタキヤさ

んに電話で回収を申し込みます。

２．今後の活動促進袋の配布については、上記の分別ルールに基づき下記の通り配布基

準の徹底を図ることとします。

(1)配布基準・・・単身世帯１０リットル袋・複数人世帯３０リットル袋

(2)開始時期・・・９月２５日(水)配布分より

(3)基準確認・・・各班長に10リットル袋と30リットル袋の各配布枚数確認表を７月２

３日(水)にお渡ししますので確認願います。記載内容に不備がある場合は班長より市

報配布協力員の方に電話連絡願います。

Ⅲ．クリーン活動の結果について　　　　

５月２６日（日）に実施しました「春のクリーン活動」の結果について報告があり、下記

の通り確認しました。

１．全体の参加者は１０２名ですが交通公園の参加者が３名と少なく、次回は北公園との

合同開催とします。

２．子どもの参加は雰囲気が明るく活気も出るので、事前に子ども対象に景品も含めてPR

を強化します。

３．事前に区単位でクリーンの重点個所を決めておいた方が良い。

市の環境衛生課に第一児童公園の清掃を事前に依頼し、前日に対応できた。

今回は第一児童公園裏の水路の清掃の効果があった。

特に梅雨前の水路の清掃は重要であり、秋は落ち葉の回収が重点項目としたいので実施

日を当初の１０月２０日から１１月下旬に変更したい。

４．今回経費が６万円かかったが、次回は新規備品購入は減るので子供の参加強化に重点を

おいて各Ⅳ．敬老の日の企画について　　　　　　

１．令和5年度敬老の日の祝賀品対応結果について

(1)８０歳・８５歳・９０歳・９５歳・１００歳のポイント年齢の方、長生会会員も

含め１１７名の方に、班長より祝賀品(お米2 kg )を贈呈していただきました。

(2)この機会に長生会に御入会いただける方については長生会入会手続き後、今年度

の祝賀品(お米2 Kg)贈呈対象者としましたが、新規入会拡大の効果はありませんで

した。

２．令和６年度の対応について、以下の通り確認しました。

(1)贈呈対象者・・・前年通りポイント年齢（80・85・90・95・100歳）の約70名。長

生会会員も上記ポイント年齢の方に限ります。

(2)祝賀品　　・・・無洗米2 kg

(3)贈呈方法　・・・各班長から祝辞を添えて、お渡し頂くこととします。

(4)配布ルート・・・第２会館に納品された祝賀品は、各区長が班長宅に贈呈リスト

と共にお届けすることとしました。



Ⅴ．大防災訓練計画について　　　　　　　　　　　　

笠松自主防災会としての令和6年度大防災訓練の取り組みについては、　防災士（17名）

をメンバーとした「防災委員会」を組織し検討の上、役員会議に提案することとしまし

た。第１回防災委員会は７月２１日開催予定。

特に今年度は「絆リスト」に基づく要支援者の把握とフォローに注力することとしまし

た。

Ⅵ．町会費徴収結果について　　　　　　　　　　　　

各班長・区長のご協力により令和６年度の町会費徴収が終了しましたので、結果につい

て以下の通り報告がありました。

　１．各区町内会費徴収結果

１区・・140,400円（前年差△16,200円）　

２区・・201,600円（前年差△11,700円）

３区・・524,700円（前年差△8,100円）

４区・・295,200円（前年差＋4,500円）

５区・・359,400円（前年差△34,000円）

６区・・180,000円（前年差△18,800円）

７区・・216,000円（前年差△19,800円）

８区・・201,600円（前年差△26,500円）

区長に参加予定人数と要望をヒヤリングの上、準備します。

アパート・マンション・・1,330,541円（前年差＋167,958円）

　　　　　合計・・3,450,241円（前年差＋37,358円）

上記の通り戸建て住宅では転居・退会等によりほとんどの区で減収となりましたが、新

築アパートの入居者の増加により全体では増収となりました。

今後退会者の防止や再入会に向けての活動も重要ですが、今年度は新規転入者対象に入

会のメリットや泉佐野の歴史の紹介などの資料を纏めた上で新規入会活動に取り組むこと

としました。

Ⅶ．会計システムの導入検討について

他町も含め共通の課題である会計業務の担い手不足対策として、町会の活動レベルに応

じたシンプル且つ効率的な経理事務の構築に向け、現状の経理課題と今後の懸案事項への

対策について、会計事務所に相談することとしました。　　　　

※次回臨時役員会議：８月４日（日）１３時～

以上


